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アプリ『RICOH CP Clicker』　　を起動してください。１

3 『RICOH CP Clicker
（iOS／Android™アプリ）』の
インストール方法

  ーコリ「，かる取み読をドーコRQ記上
クリッカー」を検索してください。
アプリケーション『RICOH  CP  
Clicker』をインストール（無料）して
ください。

❶

❷

目次が認識されると，
コンテンツ一覧が
表示されます。

スキャンモード　　  にし，画面に教科書の目次が入るようにかざします。

コンテンツタイトルを
タップしてご覧ください

タイトル切替ボタン：章の切り替えができます。

履歴ボタン：目次にかざすのは初回のみで，
2回目以降は履歴よりご覧いただけます。

（最新の動作環境はRICOH CP Clicker Webページをご参照ください）
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